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作成日   平成 26年  2月 13日

訪問調査日 平成 26年  1月 24日

ほとんどのご利用者が旧真田町の方で馴染みのある地域です。平成24年5月に引っ越し、曲尾の古
民家から新しい萩の新築の住まいになりましたが、ご家族やご近所の方がよく訪問してくださり、すっ
かり萩のグループホームになじまれたようです。また、隣接する「萩の家（認知症対応型通所介護）」
のご利用者とも交流し一緒に地域の行事に参加し、年中行事も一緒に行い楽しい時間を一緒に持つ
ことができます。6人という少人数であるため、お一人お一人の生活ペースを守りつつ、家族のように
お互いを思いやり、助け合いながら暮らしていただいています。見慣れた風景の山や川、四季折々の
自然を楽しみ、馴染みの方々とのつながりを大切にしながら、一日一日を愛しみ暮らしていただいて
います。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

新築移転し2年目を迎えているホームであるが、平成10年10月に同じ真田町内の隣接曲尾地区に古民家を改修したホー
ムとして開設されてから通算で16年目となっている。ホーム玄関脇の畳敷きの地域交流室(和室)にはミニ仏壇が置かれ
ホームでお亡くなりになられた十数名の方のうちの数名の方の位牌とスナップ写真が置かれ地域の人々と共に暮らした尊
い日々を偲ぶことができる。隣接の認知症デイサービスの利用者とホーム利用者の交流も兼ね曲尾地区からのボランティ
アの協力を得ながら餅つきや注連飾りづくりなどもしている。新築移転先の萩地区の人々とのふれあいも深まりつつあり、
民生委員の方々から地区で行なわれている茶話会などに誘われたり、地区の福祉委員のOB会「ほほえみの会」のメン
バーが訪れ、手作りの小座布団やねこ(ちゃんちゃんこ)などの寄付も頂いている。新築後もこだわりともいうべき6人の利用
定員で運営しており、きめ細かなサービスが提供されている。寝たきりになっても生活のにおいや音が感じられるように居
室入口の引き戸を開け、職員は親身になって介助している。その利用者のプライバシーに配慮し他の利用者からも居室の
入口に長めのノレンを下げるようにしたらどうかとの意見もあり人生経験豊かな方々の心配りには敬服すべきものがある。
「住みなれた地域で自分らしくいきいきとゆっくりあせらず一緒に暮らす」というホームの理念が脈々と引き継がれている。
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自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成 26年  1月 14日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）
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所在地

4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

2. 少しずつ増えている
3. あまり増えていない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

59


